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[巻頭 エ ッセイ]

世界遺産ブームに想う

　　　　　　　　　関雄二

(国立民族学博物館教授　アンデス文明研究会顧問)

　日本における世界遺産ブームは、かなり

異常である。ただでさえ、これまで世界で

一番世界遺産好きな国であったのに、世界

に先駆け、地方自治体からの登録申請制度

を採用 したことが、火に油を注ぐことにな

った。各 自治体は、暫定 リス ト入 りを目指

し、競 って登録申請に走り、首長は選挙公

約に世界遺産登録を目指す一文を入れる有

様だ。むろん、地方 自治体だけが熱心なわ

けではない。市民や市民団体も、一致団結

して、運動を盛り上げようとしている。こ

うした自治体の一つで、先ごろ観光開発に

関する研究会が開催され、私もそれに参加

した。

　観光の中心的役割を担う歴史 ・民俗系の

公立博物館の会議室で、朝から晩まで発表

と意見交換が続いた。比較の視座を確保す

ることから、暫定 リス ト入りを目指すライ

バルの自治体も参加 し、会議は熱気を帯び

た。 じつは、参加した研究者には、こうし

た世界遺産申請の書類作成をリードし、運

動推進母体の委員になっている実践者や利

害関係者が多く含まれていた。長らく続く

この研究会で、私が果たす役割はいわゆる

トリックスターである。へそまがりの偏屈

爺さん、といったほうがこの場の雰囲気に
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は合うかもしれない。

　先日の会議の最終 日でも、総合討論での

コメンテーターを引きうけた私は、いくっ

かブームを揶揄する発言をした。その趣旨

は、制度そのものの意義が失われつつある

ことへの警鐘にあった。この世界遺産制度

は、グローバル化現象の一つであり、それ

まで個別、せいぜい国別にしか価値判断を

行ってこなかった歴史というものを、世界

中から集め、権威ある組織がランク付けを

行うという壮大な試みである。申請は、国

別であり、文化遺産の保全は各国に全面的

に任せられているので、全世界におけるラ

ンク付けというのは、大げさだという人も

いる。 しかし、文化ごとに意味をもってき

たはずの対象物を、西洋の時間概念をもと

に世界大規模に並べ、選別していることは

認めざるを得ない。いわば、世界史の教科

書を、ユネスコという権威が検閲を行いな

がら作り上げようとしているのである。

　もちろん、このこと自体は、すべて悪い

わけでない。他者とコミュニケーションを

とるためには、共通の基盤が存在 している

ことが必要であり、その一つに、西洋的歴

史観、時間観があってもよい。私たちが、

アジアの人々と話 し合うのに、日本語や相

手国の言語を使用する以上に英語に頼るこ

とが多いことを思い出せばわかりやすいか

もしれない。その意味で、世界遺産制度は、

確かに異文化理解につながる可能性は秘め

ている。

　しかし、今の日本の世界遺産申請ブーム

を振 り返ると、この肝心な部分がまったく



欠落していることがわかる。完全に競争に

主眼が置かれて しまっている。担当する文

化庁も、自治体に対 し、すでに登録された

遺産と、どこが違うのか、どこに世界史的

な意義が存在するのか、重箱の隅をつつ く

ような指導や指摘を行い、自治体は、これ

に答えるべく、研究者の知恵を借り出 し、

文書を作成する。ここには、世界遺産制度

が持つべき、他の文化の遺産の意味や意義

を見出し、互いに尊敬 しあう態度など、ど

こかに飛んでいってしまっているといわざ

るをえない。これは、きわめてまずい。文

化遺産の選別という、本来難しい、あるい

はすべきではなかった方法を、なんとか文

化の相互理解というような崇高な概念のオ

ブラー トで包み、微妙なバランスが保たれ

ていたのが世界遺産制度だとするならば、

自治体からの申請などという競争原理を無

配慮に導入したがゆえに、崩れつつあるの

が日本といえまいか。

　国からの押 し付けでなく、地元の声を活

かすというのは、聞こえがよい。 しかし世

界遺産は、もともと峻別の制度であること

を思えば、申請の希望がすべて叶えられる

ものでないことは誰でもわかる。限られた

パイを奪おうとすれば、その先には争いし

かない。そして競争だけに目を奪われてい

くと、ろくなことはない。途上国において

は、世界文化遺産や無形遺産をめぐる問題

は深刻で、政治家や文化財関係者というエ

リー トによる文化行政の占有が横行 し、文

化遺産周辺の社会に恩恵がもたらされる例

は少ないのである。
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他国の現実などに関心を持たぬ、異文化の

遺産との共生をめざそうなどと考えもしな

いわが国の現状は、世界遺産ブームをあお

り、息抜き目的だけの観光客を増殖させ、

途上国における搾取的な文化遺産観光を推

進させているだけである。たとえはよいと

はいえないが、まっすぐに育った胡瓜しか

好まない日本が、途上国で生産された変形

した胡瓜を輸入せず、さらには日本人専門

家がまっすぐになるように技術指導を行う

ようなものである。 日本で起きていること

の方がおか しいという感覚がなくなり、グ

ローバル化の中で、経済力を蓄えた上位者

として下位にある途上国に強制力を行使し

ている現実に目を背けてはなるまい。

　いまの世界遺産ブームは、わが町の誇り

をかきたてるだけで、その背後には、あそ

こに勝ったとか、つまらぬ競合意識だけが

見え隠れ しているように思えて仕方ない。

発想の転換は、世界遺産登録を地域活性化

の一つの手段にすぎぬと、少 しさめた見方

をすることにあると思う。そして、もし日

本が先進国というならば、世界遺産に認定

される意味を世界大的視野で問い直すべき

であろう。

　私が政治家ならば、わが町は世界遺産登

録申請を絶対しない町として大々的に宣伝

し、登録だけに満足している町々を尻目に、

文化遺産の問題を考える途上国の小規模自

治体やNGOと サミットでも開くところだ

が。
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